
 

 

 

 

 

 

 

 

 スポーツ新聞に毎日のように書かれている、菅野智之投手の動向が注目されてい

ます。伯父が巨人軍の原監督で、誰もが巨人以外は指名しないと思っていたところ、

突然日本ハムが指名し、くじで日本ハムが交渉権を得たことは皆様ご承知のことと

思います。 

 私が思うに監督は使いにくいし本人も他の選手との軋轢も起こるし、ここは他人

の飯を食べるのが自分の為だと考え、黙って日本ハムとの交渉に臨んでもらいたい、

そして成績を残せばいつの日にかフリーエージェントの資格が取れ、希望の巨人に

入団もできます。 

 プロに行きたいが指名されなかった球児はやまほどいます。若い会員の皆様は知

らないと思いますが、あの江川の空白の一日、一日だけ阪神に入団して、次の日に

巨人の若きエース小林繁とのトレード、熱狂的な巨人フアンだった私はそれ以来今

でもアンチ巨人を貫き通しています。当時読売新聞は部数を大幅に減らし世の批判

をあび、失ったものは非常に大きく更にその年阪神の小林投手は巨人に 8 連勝をし

ました。まことに溜飲が下がった記憶があります。その小林繁氏は今年逝去し今は

もうこの世にいません。 

 

・ 矢崎宏明会員より退会届が出されました。過日の理事会にて承認されました。 

・ 埔里 RC より 47 年周年記念式典の冊子が届きました。当クラブも招待されまし

たが日程的に難しいという事で、2 月に訪問する事になりました。 

 

 

・ 10/29につつじが丘学園祭りがあり出席してきました。また、川瀬園長より礼状

が届きましたので、併せてご報告します。 

幹 事 報 告 

会 長 報 告 

会 長 挨 拶 
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 転勤早々にお話させていただいて、2回目になりますが少々緊張気味で

す。今回は「震災後の経済状況と円高問題」といったテーマでお話させて

頂きます。 

 今回のテーマが皆様におきまして、少しでもお役に立てればと思います。本日の講演内

容ですが、４つのテーマに沿ってお話しさせて頂きます。 

 

 まず、１つ目としまして、3 月 11 日に発生した東日本大震災が

日本経済に与えた影響について簡単に振り返ります。２つ目は、

震災後のサプライチェーンの回復に伴い持ち直しに転じている

県内景気を考察します。３つ目は足元の円高について考えて

みたいと思います。４つ目は、中小企業が、円高にどのように対

応しようとしているのかを見ていきたいと思います。 

 

 これは、四半期ごとに内閣府が発表しているＧＤＰの推移をグ

ラフにしたものです。 

ご覧頂くと、2008年のリーマンショックで大きく落ち込んだものの、

それ以降は、輸出と個人消費がけん引し、持ち直しの動きが続

いていました。しかし、エコポイント制度など景気刺激策が一巡

もしくは終了した昨年の 10-12 月にマイナスに転じました。当時

の見通しでは 1-3 月期からプラスに転じて、2011 年は緩やかな

成長が続くとみられていました。 

 しかし、3 月 11 日に大震災が発生し、製造業における操業停止や消費者の自粛の影響

が大きく、1-3 月期の GDP は△0.9（年率換算△3.5）となり、2 四半期連続のマイナス成長

となりました。4-6 月期についても、同時期ではサプライチェーンの寸断による供給制約の

影響が大きく、自動車の輸出などが大幅に減少して前期比△0.3（年率換算△1.2）となり、

３四半期マイナス成長が連続する結果とまりました。内訳は、個人消費が△0.1％減で、３

四半期連続のマイナス。自動車などの販売減に加え、節電を背景に電気料金が減少。震

災直後にまとめ買いが起きたカップ麺なども低迷しました。 

 一方、設備投資は復興需要も後押しし、0.2％増と２四半期ぶりのプラス。また、公共投

資も仮設住宅の建設などで 3.0％増と６四半期ぶりに増加に転じました。輸出は 4.9％減で、

自動車などが大きく落ち込んでいます。また、原発事故を受けて旅行を敬遠する動きがみ

られた訪日外国人の出費も減少しています。4-6 月期の事前予測では、民間シンクタンク

10社の予測の平均値は前期比 0.7％減、年率では 2.5％減で

あり、予想ほどは落ち込みませんでした。 

 

 製造業、非製造業ともに約 9割に影響があったと回答してい

ます。すなわち、ほぼすべての企業に何かしらの影響があっ

たといえます。 

卓 話 ｢震災後の経済回復と円高問題｣ 
塚田 保則 会員 



 

 

 震災被害の具体的な影響としては、製造業・非製造業伴に

資材、部品の調達面での影響が最も高い割合となりました。

次に影響が大きかったのは製造業では、自社の被害はあまり

無かったが、販売先の操業停止等に伴う受注減少という形で

間接的な影響が大きくでました。非製造業では、消費自粛ム

ードを受けて、客足が途絶えるなど、収益に直結する影響が

大きかったといえます。 

 

 大震災で判ったことは、内外のメーカーは繋がっていること

でした。高い世界シェアーを誇る企業が被災したため、世界

中の企業に影響が出ました。 

 サプライチェーンとは、製品やサービスの開発から原材料、

部品の調達、生産、流通、販売を経て、最終的に消費者に届

けられるまでの一連の流れのことです。国際競争の激化ともに、

魅力的な製品、サービスをより安く消費者に届けられるように、

この流れを工夫し管理することが、企業にとって大きな課題になっています。サプライチェ

ーンの集約化は、在庫圧縮につながり、経営効率を高めることから今後もその動きが続くと

みられます。 

 

 ある最終製品が使う部品・資材の調達方法としては、工場ご

とに生産する（あるいは各工場に隣接した部品メーカーから購

入する）方式と、どこか１か所の工場で生産して各工場に運ぶ

（あるいはどこか１つの部品メーカーから調達し各工場に運ぶ）

方式が考えられます。どこか１か所に集中させれば、「規模の

経済」が働いて部品・素材の生産コストは下がるでしょう。しか

し、それを各工場まで運ぶ輸送コストが高くなります。逆に、工

場ごとに生産すれば、輸送コストは抑えることができますが「規模の経済」は期待できませ

ん。 

つまり、「規模の経済」による生産コストの低下と、それによる輸送コストの上昇の間には、

「あちらを立てればこちらが立たず」というトレードオフの関係があるわけです。企業は、こ

れを比較して最適な生産体制を決めることになります。 

 この結果分散生産方式から集中生産方式による国際的な部品・素材調達へのシフト、す

なわちサプライチェーンの国際化が急速に進みました。しかし、集中生産方式にはリスクが

あります。今回のように基幹部品の製造工場が操業ストップしてしまうと、その影響が各地

の工場に及ぶことになります。東日本大震災で被災した工場の中には世界シェアの６割以

上を占める部品・素材工場が数多くあったため、世界的なサ

プライチェーンの寸断が起こってしまいました。 

 

 回復時期をみると、製造業では、7 割の企業が年内回復見

込みとなっています。販売先の操業が正常化すれば、（特に

製造業では）一定の回復見通しが立つとみられています。 

 



 

 

 これは、内閣府から発表されている「景気ウォッチャー調査」

という統計で、一般の消費者が肌で感じる景況感を指数として

あらわしたものです。これを見ますと、08 年 9 月のリーマンショ

ックの時と同様に、震災直後はさすがに大きく落ち込んだこと

が分かります。 

震災後の消費自粛ムードが暫く続くとみられていましたが、順

調に回復しており、６月には震災前の水準を取り戻しています。

小売も回復基調が続いておりまして、６月のコンビニエンス売

上高が前年比二桁増を記録するなど消費の回復が鮮明とな

っています。生産増→投資増→雇用増→消費増といった前

向きの循環が生じ易く、個人消費は堅調さを増す見通しとなっ

ています。 

 

 県内製造業の生産は、業種によって水準にばらつきはある

ものの、総じて持ち直しに転じています。 

    

 これは、経済研究所が四半期ごとに実施している業況アンケ

ートの調査結果になります。 

この調査では 7-9 月期の現況と 10-12 月期の見通しをお聞き

しており、震災の影響が反映されています。これをみますと、

長野県内は製造業、非製造業ともに現況は改善しています。

ただ、10-12 月期以降については弱含みの兆しがみられ、足

踏み状態が懸念されます。 

 

加えてタイの洪水問題が深刻さを増しています。タイでは７月

以降、大雨が続き、９月あたりから各地で洪水の被害が深刻

化してきている。現地拠点への間接的な被害に加え、取引先

が被災していて発注が滞るなどの間接的な影響も拡大しつつ

あります。洪水が首都バンコクにも押し寄せており、更なる被

害の拡大が懸念されます。五十年ぶりと言われるタイの大洪

水により、ホンダやパナソニック電工など、操業停止に追い込

まれる工場が急増しました。自社工場は被害を受けていないトヨタも、部品調達先が浸水

した影響で生産を休止、いずれも操業再開のメドは立っておらず、被害が膨らむ恐れが高

まっています。 

 ロジャナ工業団地は首都バンコクから北に約七十キロのところにあり、自動車関連や電

機、半導体など日系企業を中心に約二百社の生産拠点があります。 

 団地内に四輪車工場（年産二十四万台）を持つホンダでは、浸水前にタイ政府の対策

本部があるドンムアン空港の駐車場などに完成車や生産中の車の大半を移動しました。

担当者は「いつ再開できるか分からない。かなりのダメージだ」と言っています。 

 タイ国内で年産六十五万台を誇るトヨタも三工場すべてで十日から生産を休止した。幹

部は「日本からの部品調達が滞った東日本大震災の時よりも影響が大きい」と話していま

す。 



 

 

 東日本大震災で為替相場も大きく揺れました。大地震と津

波が襲った三月十一日に東京市場の為替相場は 1 ドル＝

81.89 円だったが、翌週になると急激に円が買われ、一時、

海外市場で76.25円の史上最高値を付け、16年前に付けた

最高値である 79.75 円を一気に更新しました。 

 為替は経済力の鏡といわれています。大震災によって日

本経済が大打撃を被ったら、為替は円安に動いてもよさそう

なものですが、逆に最高値を付けた。様々な要因があるかと思われますが、その中で、市

場で流れた解説は「レパトリエーション（Repatriation）」でした。為替市場ではしばしば使わ

れる用語で、「レパトリ」と短縮されることもあります。 

海外に投資している日本の資産が国内に還流することを指します。 

 つまり、東日本大震災が起きて被災した企業や個人が資金が必要になり、海外に投資し

ていた資金を取り戻すのではないかというわけです。もちろん震災直後の三月の段階で海

外の資産を売って日本に持ち帰る動きが出ていたわけではないので、あくまで、そういう動

きが広まるのではないかという市場の思惑が働いたと思われます 

 

 ドル円相場との相関性が高い日米短期金利差（米－日）は、

米国の金融緩和が長期化するとの観測から、金利差拡大の

公算は低く、対円でドルが強含む展開とはなりにくいとの考

え方もあります。 

 近年の各国の通貨供給量を見ると、日本だけが横這いで、

欧米始め各国は通貨供給量を増やしています。そのため、

金利差が無くなった今、通貨の需給関係だけで円が買われ

ているともいえます。また、欧州のソブリンリスク、ギリシャをはじめとした南欧諸国に債務不

履行が発生する可能性が叫ばれている状態では、対外債務の無い日本が比較優位にあ

るため円が買われ続ける事も考えられます。 

 

 製造業における今後の円高対策として、「国内にとどまり一

層の合理化を進める」、「海外製品に負けない技術力の強

化」、「多角化・事業転換」といった取組を行おうとする企業も

あります。コスト削減も限界→ 輸入事業の拡大、企業連携

強化などへの取り組みが期待されます。 

 

 東日本大震災（サプライチェーンの崩壊）＋タイの洪水（サ

プライチェーンの崩壊）＋円高（輸出製品の相対的高騰）＋

欧州危機（金融危機の再燃）。これだけの不安定要因がそ

ろえば、何があっても不思議はありません。 

 タイの洪水の影響により、製造業の日本回帰の動きも今後

予想されます。見方を変えれば中小企業にとってはビジネ

スチャンスともいえるわけで、県内中小企業は自社の技術を

見直し、得意分野に磨きをかけ、取引拡大が期待されます。まずは、成長分野への展開と

して国でも日本の強みを活かす医療介護、環境・エネルギー分野への支援を強化してい



 

 

ます。ただ、自社単独での事業展開が難しい、もしくは限界

があるとう場合も多いので、取引先や外部機関と連携を図り

一体となった展開を進めていくことが望ましいといえます。今

後注意したいのは、大変な不況に突入する可能性もまだ残

されている点です。 

リーマンショック以上の不況になる可能性も捨て切れません。

まずは自社の中身をもう一度点検しておくことをお勧めしま

す。・もう無駄は無いのか。・自社の本当の強みは何か。意外に判っていない場合がありま

す。・資金手当ては十分か（場合によって先に調達することも必要です） 

 

 

 
 

 

塚田保則  本日は卓話をさせていただきます。よろしくお願いします。 

梅垣和彦・大橋正明・小口成人・小口泰史・尾関秀雄・小野 仁・笠原祥一・笠原

新太郎・北澤洋之介・白鳥修次・杉田隆夫・瀬戸雅三・武井利夫・竹村一幸・中嶋

孝一・中村文明・林 裕彦・林 靖高・原 史郎・藤森睦美・山岡正邦・山岸邦太

郎・山崎典夫  寒さが厳しくなりました。くれぐれもカゼに気をつけましょう。

本日の卓話、塚田保則さん楽しみにしております。 

宮坂 伸  富岡 RC訪問時の写真をいただきました。ありがとうございます。 

山崎典夫  創業記念月です。今後も宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

会員数４７名、出席者２６名、出席率６０.４６％、前々回訂正７２.７２％ 
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こころの中を見つめよう 
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Reach Within to Embrace Humanity 
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